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常任委員会 

本会議  （一般質問） 

本会議  （一般質問、議案上程、請願上程） 

17日 特別委員会  

19日 本会議  （審査報告、議員派遣、議案上程） 

本会議 会期の決定、行政報告、諸般の報告、 
議案上程、請願上程 

健康福祉委員会 
環境まちづくり委員会 

14日 常任委員会 企画総務委員会 
市民文教委員会 
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主
な
議
案
と
内
容
 

◎
日
野
市
立
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

こ
の
議
案
は
、
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
促

進
し
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習

活
動
の
支
援
を
図
る
た
め
、

市
内
８
番
目
の
交
流
セ
ン
タ

ー
と
し
て
平
山
交
流
セ
ン
タ

ー
を
開
設
す
る
も
の
で
す
。
 

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行

で
す
。
 

こ
の
議
案
は
、
旧
七
生
支

所
跡
に
日
野
市
立
七
生
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。
 

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行

で
す
。
 

 に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
市
長
提
出
議
案
31
件
、
議
員
提
出
議
案
７
件
、
請
願

・
陳
情
７
件
を
審
議
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
４
面
に
掲
載
）
。
 

市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
「
日
野
市
立
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
が
、
「
日
野
市
立
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
ほ
か
２
件

は
賛
否
が
分
か
れ
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
７
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
う
ち
「
日
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
４
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
後
日
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
５
日
間
に
わ
た
り
行
っ
た
一
般
質
問
で
は
、
21

名
の
議
員
か
ら
41
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
（
一
般
質
問
は
２
、
３
面
に
掲
載
）
。
 

　
開
園
５０
周
年
を
迎
え
る
多
摩
動
物
公
園
（
ア
フ
リ
カ
園
の
ペ
リ
カ
ン
） 

《
原
案
可
決
》
 

◎
日
野
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

◎
平
成
19
年
度
日
野
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
） 

《
原
案
可
決
》
 

平 成 1 9 年  
第4回定例会 

こ
の
議
案
は
、
平
成
19
年

度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
億
７
千

485
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
550
億
２
千
710
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の

補
正
は
、
子
育
て
支
援
・
施

設
整
備
、
生
活
保
護
費
医
療

扶
助
、
高
齢
者
医
療
制
度
改

革
整
備
経
費
な
ど
早
急
に
対

応
が
必
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金

が
児
童
手
当
、
生
活
保
護
費

な
ど
の
伸
び
に
よ
り
３
億
１

千
806
万
８
千
円
の
増
、
都
支

出
金
が
認
証
保
育
所
開
設
準

備
経
費
な
ど
に
よ
り
１
億
４

千
770
万
９
千
円
の
増
額
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
児
童
手
当

経
費
１
億
８
千
414
万
円
、
学

童
ク
ラ
ブ
整
備
経
費
に
１
千

923
万
８
千
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
19
年
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
17
日
間
 


